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第
１
回
定
例
会
の
概
要

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
２
月　

日
に
開
会
し
、

２６

２１

３
月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

２４

子育て支援充実のための子ども・子育て会議条例を可決

日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井
市
の
３
市
に
よ

日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井
市
の
３
市
に
よ
るる

可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
に
要
す
る
経
費
を
計

　

可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
に
要
す
る
経
費
を
計
上上

平
成

年
度
一
般
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計
の
予
算
を
可

平
成　

年
度
一
般
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計
の
予
算
を
可
決決

２６２６

　

本
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第　

条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
小
金
井
市

７７
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
し
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
り
、
地
域
の
子
育
て
支

援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
件
は
３
月
７
日
の
厚
生
文
教
委
員
会
（
板
倉
真
也
委
員
長
）
で
の
審
査

を
経
た
後
、
３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

２４

た
。 子

ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
を
可
決

【
２
月
】

　

日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び
採
決

２１

並
び
に
委
員
会
付
託
、
陳
情
採

決
、
市
長
報
告
、
平
成　

年
度

２６

施
政
方
針
）

　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施
政
方

２３

２６

針
に
対
す
る
質
疑
）

　

日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び
委
員

２６

会
付
託
）

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２８【
３
月
】

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

審
議
及
び
採
決
並
び
に
委
員
会

付
託
、
議
員
案
の
審
議
及
び
採

決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

７
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１０
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１１
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１２
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１５
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１７
　

日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

１８
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１９
　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２４

採
決
、
議
案
の
審
議
及
び
採

決
、
議
員
案
の
審
議
及
び
採

決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

平
成　

年
第
１
回

２６定
例
会
日
誌

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

２６

が
前
年
度
比
約
５
・
４
％
の
減
と
な
る
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
５
千
万
円
で
提

３５１

案
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

議
長
を
除
く
全
議
員
（　

人
）
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
五
十
嵐
京

２３

子
委
員
長
）
に
付
託
し
、
７
日
間
に
及
ぶ
委
員
会
審
査
を
経
た
後
、
３
月　
２４

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
詳
細
は
２
面
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金
（
２
千　

万
７
千
円
）

２５１

　

日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井
市
の
３
市
に
よ
る
可
燃
ご
み
共
同
処
理
を

行
う
た
め
、
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

覚
書
に
基
づ
い
て
負
担
金
を
支
払
う
も
の
で
す
。

▼
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
（
３
千　

万
９
千
円
）

３１９

　

平
成　

年
度
の
新
庁
舎
開
庁
を
目
指
し
て
、
選
定
委
員
会
に
よ
り
設
計
者

３０

を
選
定
し
、
基
本
設
計
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
民
間
保
育
所
改
修
費
等
補
助
金
（
２
億　

万
８
千
円
）

５８７

　

貫
井
保
育
園
分
園
の
開
設（　

人
増
）、
こ
む
ぎ
保
育
園
増
築（　

人
増
）に

２０

４０

伴
う
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
新
小
金
井
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設
備
整
備
費
補
助
金
（
２
千　

万
円
）

８００

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
西
武
多
摩
川
線
新

小
金
井
駅
の
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
、
ス
ロ
ー
プ
、
多
機
能
ト
イ

レ
等
の
設
置
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
（
５
千　

万
２
千
円
）

８６１

　

今
年
４
月
に
開
館
し
た
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
を
、
地
域
住
民
の
生
涯
学
習
環

境
の
充
実
を
図
る
場
と
し
て
、
市
民
協
働
・
公
民
連
携
の
理
念
に
基
づ
い
て
、

運
営
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

平
成　

年
度

２６

一

般

会

計

予
算
を
可
決

２階の公民２階の公民館館１階の図書１階の図書館館

開設記念式典の様開設記念式典の様子子

学習学習室室

北町ホール（定員７０人北町ホール（定員７０人））

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーがががががががががががががががががががががオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーープププププププププププププププププププププ貫井北センターがオープンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン



市 議 会 だ よ り平成２６年（２０１４年）５月９日発行 （２４２号）　 　－２－

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医会議録が早くご覧になれるように、未定稿（校正中）を公開しています。（URL http://asp.db-search.com/koganei-c/）

審
議
し
た
主
な
議
案

審
議
し
た
主
な
議
案

　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２６

算
特
別
委
員
会
（
五
十
嵐
京
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月　

日
、　

日
、

１２

１３

　

日
、　

日
、　

日
、　

日
及
び　

１４

１５

１７

１８

１９

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

２４
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
本
会
議
で
は
本
予

算
に
対
す
る
組
替
え
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
１
は
、
国
保
税

増
税
な
ど
、
市
民
生
活
に
冷
た
い
予

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２６

閉会中の委員会日程及び審査案件

議会運営委員会

平成２６年４月１４日（月）午前１０時
平成２６年５月２７日（火）午後２時
▶ごみ対策に係る諸問題の調査
▶議会基本条例が制定されるまでの間の議会報告
会の定期的試行を求める陳情書
▶議会基本条例を遅くとも２０１４年度までに制定す
るよう求める陳情書
▶ごみ問題の解決を促進し、また、ごみを大幅に
減量すべく、市議会に特別委員会を設置するこ
とを求める陳情書
▶議会改革に関する諸問題の調査
①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査
②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査
③議会運営に関する議長の諮問事項について

建設環境委員会

平成２６年４月２８日（月）午前１０時
▶市道１８号線の道路区域境界線の一部（梶野町４
丁目２１－１５から同４丁目２１－１７）について区域
決定の見直しの陳情書
▶可燃ごみの積み替え運搬に関する陳情書
▶所管事務調査（ごみ処理対策及び資源循環型社
会形成に係る諸問題の調査）
▶所管事務調査（駅周辺のまちづくりに係る諸問
題の調査）
▶所管事務調査（小金井市の環境政策推進とエネ
ルギーに係る諸問題の調査）

厚生文教委員会

平成２６年５月１２日（月）午前１０時
▶認可保育園増設に関する陳情書
▶認可外保育施設利用者に対する補助拡充に関す

る陳情書
▶所管事務調査（子どもに関する諸問題の調査）

行財政改革調査特別委員会

平成２６年５月１５日（木）午前１０時
▶市役所職員の「５５歳昇給抑制」の即時実施を求
める陳情書
▶行財政改革調査特別委員会において小金井市財
政の見通しを明らかにすることを求める陳情書
▶行財政改革に係る諸問題の調査

総務企画委員会

平成２６年５月２３日（金）午前１０時
▶市役所庁舎建設を促進し、賃借庁舎から早期に
脱却することを求める陳情書
▶消費税の増税分の使途の明確化を求める陳情書
▶庁舎建設予定地北側隣接の高架下スペースを市
として活用すること等を求める陳情書

何
よ
り
、
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金

が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
随
所
に

市
民
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
努

力
が
見
ら
れ
る
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

ま
ず
、
職
員
再
任
用
制
度
の
フ
ル

タ
イ
ム
化
と
主
任
の
導
入
に
反
対
す

る
。
導
入
に
よ
り
新
年
度
の
新
規
採

用
が
大
幅
に
減
員
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

過
去
最
悪
で
東
京
都
で
も
ワ
ー
ス
ト

状
態
の
保
育
園
待
機
児
童
数
に
対
し
、

何
ら
危
機
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
予
算

で
あ
る
。
待
機
児
童
数
は
予
算
編
成

時
期
に
予
測
で
き
た
は
ず
。
一
層
の

緊
張
感
と
全
体
的
な
見
通
し
を
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金
、

次
世
代
育
成
支
援
、
貫
井
北
セ
ン
タ

ー
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
課
題
解
消

へ
の
取
組
は
評
価
す
る
が
、
保
育
園

待
機
児
問
題
の
対
応
が
遅
く
、
第
３

次
行
革
大
綱
後
の
方
向
性
も
示
せ
て

い
な
い
。
人
件
費
削
減
で
捻
出
し
た

財
源
を
活
用
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民

に
示
し
、
課
題
解
消
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

可
燃
ご
み
処
理
委
託
料
、
可
燃
ご

み
共
同
処
理
事
業
に
要
す
る
経
費
、

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
負
担

金
、
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
等
、

賛
成
項
目
は
あ
る
が
、
以
下
の
理
由

で
反
対
。
失
政
の
結
果
の
第
二
庁
舎

借
上
料
、
放
射
能
測
定
に
要
す
る
経

費
の
不
足
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

増
床
予
算
の
未
計
上
、
待
機
児
童
解

消
予
算
の
不
足
等
、
不
適
切
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

反
対
す
る
理
由
は
２
つ
あ
る
。
①

待
機
児
童
発
生
率
が
２
年
連
続
で
多

摩　

市
ワ
ー
ス
ト
の
中
、
待
機
児
童

２６

解
消
に
向
け
て
の
予
算
措
置
が
充
分

で
は
な
い
た
め
。
②
事
あ
る
ご
と
に

財
政
危
機
を
連
呼
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
の
目
標
設
定
と
評
価
及

び
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
仕
組
み
が
な
く
、

新
規
事
業　

件
・
廃
止
事
業
４
件
と

６２

い
う
の
は
合
理
性
が
な
い
た
め
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

２６

務
企
画
委
員
会（
中
山
克
己
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月　

日
及
び　

日
の

１１

１９

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
定
年
退
職
を
迎

え
た
職
員
を
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が

可
能
な
職
員
と
し
て
再
任
用
す
る
た

め
に
必
要
な
制
度
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

市
役
所
正
規
職
員
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る

再
任
用
職
員
を
優
遇
し
、
年
収
を
最

大　

万
円
引
き
上
げ
る
内
容
で
あ
り
、

１１４
反
対
す
る
。
市
長
側
は
再
任
用
職
員

の
活
用
で
「
新
陳
代
謝
を
図
る
」
と

主
張
す
る
が
、
若
者
や
生
産
年
齢
の

市
民
の
雇
用
枠
を
圧
迫
し
て
新
陳
代

謝
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
屈
は
、
怒

り
を
通
り
越
し
て
あ
き
れ
る
も
の
で

は
な
い
か
。
市
民
は
納
得
し
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

再
任
用
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
の
維
持
は
担
保
さ
れ
、
勤
務
時

間
に
応
じ
た
支
給
、
昇
給
は
し
な
い

た
め
人
件
費
抑
制
に
つ
な
が
る
。
再

任
用
制
度
は
、
年
金
支
給
開
始
年
齢

の
引
上
げ
を
背
景
に
、
高
年
齢
者
が

社
会
の
支
え
と
し
て
活
躍
で
き
る
労

働
環
境
整
備
を
目
的
と
す
る
社
会
の

要
請
で
あ
り
、
本
市
の
み
導
入
し
な

い
合
理
的
な
理
由
は
見
出
せ
な
い
。

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
化
に
賛
成
す

る
理
由
は
ま
ず
社
会
的
背
景
に
あ
る
。

超
高
齢
化
・
少
子
化
の
日
本
で
は
生

産
年
齢
人
口
の
割
合
が
減
り
、　

歳
６０

代
の
働
く
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
職

員
の
大
量
退
職
期
が
過
ぎ
、
平
均
年

齢
低
下
と
職
務
熟
達
職
員
の
減
少
は

市
政
運
営
上
の
課
題
。
行
革
上
も
年

間
数
百
万
～
千
万
円
単
位
で
の
財
政

効
果
が
推
定
さ
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２６

生
文
教
委
員
会（
板
倉
真
也
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
７
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
改
正
は
、
昭
和
病
院
組
合
病
院

事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
を

適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

公
立
昭
和
病
院
の
皆
様
の
多
大
な

ご
努
力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
。
病
院
事
業
は
採
算
性
も
低
く
、

保
健
衛
生
行
政
・
民
生
行
政
な
ど
、

地
方
公
共
団
体
の
一
般
行
政
と
の
関

係
が
密
接
な
の
で
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
が
適
当
と
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
黒
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
営
的
理
由
の
み
で
全
部
適
用

に
変
え
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

昭
和
病
院
組
合
規
約
の

全
部
改
正
に
つ
い
て

算
で
あ
る
た
め
。
第
２
は
、
学
校
給

食
費
の
値
上
げ
な
ど
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
な
く

す
努
力
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
。
第

３
は
、
財
政
が
大
変
と
言
い
市
民
へ

の
負
担
増
を
計
画
す
る
一
方
、
大
規

模
事
業
は
財
源
計
画
が
な
い
ま
ま
見

直
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
度
か
ら
の
税
制
改
正
に

２６

よ
り
穏
や
か
な
景
気
回
復
は
見
込
め

る
も
の
の
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
不

透
明
感
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
中
、

待
機
児
童
対
策
、
新
庁
舎
建
設
、
貫

井
北
セ
ン
タ
ー
運
営
、
新
小
金
井
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
係
る
予
算
な
ど
、

総
枠
を
増
や
す
こ
と
な
く
健
全
な
編

成
に
努
め
た
。
消
費
税
の
影
響
に
つ

い
て
は
平
成　

年
度
以
降
に
期
待
。

２７

反
対
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
み
ん
な
の
党
）

　

可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金

や
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
の
計

上
は
、
大
き
な
課
題
解
決
に
向
け
た

予
算
と
し
て
大
い
に
評
価
す
る
。
し

か
し
、
危
機
的
な
財
源
不
足
と
の
認

識
を
持
ち
な
が
ら
、
人
件
費
の
削
減
、

各
種
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
・
交

付
金
の
再
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
。

行
政
の
大
胆
な
思
考
の
転
換
を
求
め

る
た
め
、
本
予
算
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

本
予
算
で
は
、
一
般
財
源
の
支
出

を
削
減
す
る
一
方
、
少
子
高
齢
化
対

策
や
地
球
温
暖
化
対
策
、
防
災
減
災

対
策
の
予
算
等
、
限
ら
れ
た
行
財
政

資
源
の
的
確
な
計
上
に
努
め
て
い
る
。

一般会計　予算額
351億5,000万円
一般会計　予算額
351億5,000万円

歳  出

歳  入

市税
197億7,907万円

56.3%

市税
197億7,907万円

56.3%

民生費
157億7,111万円

44.9%

民生費
157億7,111万円

44.9%

都支出金 49億7,672万円 14.2%
国庫支出金
48億6万円 13.7%
地方消費税交付金
14億3,400万円 4.1%
市債
9億1,820万円 2.6%
その他
32億4,196万円 9.1%

衛生費 36億4,165万円 10.4%

消防費 15億6,287万円 4.4%
議会費 3億8,411万円 1.1%
その他 4億8,870万円 1.4%

公債費 29億5,385万円 8.4%
土木費 33億1,436万円 9.4%
総務費 33億9,922万円 9.7%
教育費 36億3,413万円 10.3%

※金額は千円以下
を四捨五入して
います。

　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い

２４

て
、
川
上
秀
一
氏
を
副
市
長
と

し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長

副
市
長
のののののののののののののののののののののののののののののの

選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
ににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　

選
任
に
つ
い
てててててててててててててててててててててててててててててて
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敢

市
民
会
議

 

 
敢

市
民
自
治

 

 
敢

改
革
連
合

 

 
敢

生
活
者
ネ
ッ
ト 
柑

み
ん
な
の
党

 

 
柑

市
議
会
民
主
党 
柑

公

明

党

 

 
棺

日
本
共
産
党

 

 
棺

自
民
党
小
金
井 
款

承　認○○○○○○○○○○即専決処分の報告及び承認について（平成２５年度小金井市一般会計補正
予算（第６回））

第　

１　

回　

定　

例　

会

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市一般会計補正予算（第７回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第５回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第２回）

原案可決×××○××○○×○予平成２６年度小金井市一般会計予算

否　決××××××××○×即平成２６年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） 

原案可決○××○××○○×○予平成２６年度小金井市国民健康保険特別会計予算

原案可決○××○××○○×○予平成２６年度小金井市下水道事業特別会計予算

原案可決○○○○○○○○○○予平成２６年度小金井市介護保険特別会計予算

原案可決○○×○×○○○×○予平成２６年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算

原案可決×××○××○○○○総小金井市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○総小金井市公共施設整備基金条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○建小金井市鉄道線増立体化整備基金条例を廃止する条例

原案可決○××○××○○×○厚小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市福祉共同作業所条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市児童発達支援センター条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例等の一部を改正
する条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市子ども・子育て会議条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○建小金井市の地下水及び湧水を保全する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○総小金井市小口事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○建小金井市道路占用条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○建小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○×○厚昭和病院組合規約の全部改正について

原案可決○○○○○○○○×○厚東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約

原案可決○○○○○○○○○○予平成２６年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

原案可決×××○××○○×○予平成２６年度小金井市一般会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○即小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○×○総特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例（議員提案）

原案可決○○○○○○○○○○即小金井市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
（議員提案）

可　決○○○○○○○○○○即東小金井駅高架下自転車駐車場（西側）開設工事請負変更契約につい
て

可　決○○○○○○○○×○厚小金井市立清里山荘の指定管理者の指定について

可　決○○○○○○○○×○厚小金井市総合体育館及び小金井市栗山公園健康運動センターの指定管
理者の指定について

可　決○○○○○○○○○○即調停の申立て等について

同　意○○○○○○○○×○即副市長の選任に関し同意を求めることについて

同　意○○○○○○○○△○即教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

同　意○○○○○○○○△○即教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

異議ない旨の
意見提出○○○○○○○○○○即人権擁護委員候補者の推薦について（同様ほか３件）

否　決×○××××××○×建小金井市住宅用新エネルギー機器等普及促進補助金の交付に関する条
例（議員提案）

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
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平成26年度施政方針に対する各会派の質疑（日曜議会）

　

関
根　

特
定
秘
密
保
護
法
や
集
団
的

自
衛
権
の
合
憲
へ
の
解
釈
改
憲
の
動
き

な
ど
、
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
へ
の
動

き
が
あ
る
中
、
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止

に
向
け
て
努
力
す
べ
き
。
立
憲
主
義
を

否
定
す
る
解
釈
改
憲
へ
の
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

特
定
秘
密
保
護
法
は
必
要
な

法
律
で
あ
る
。
集
団
的
自
衛
権
は
、
同

盟
を
結
ん
で
い
る
国
々
が
助
け
合
う
と

い
う
意
味
合
い
か
ら
も
行
使
す
べ
き
。

　

水
上　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
が
回

復
し
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、

生
活
保
護
、
介
護
、
医
療
、
年
金
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
切
下
げ
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
消
費
税
増
税
と
社
会

保
障
切
下
げ
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
政
策
は
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会

保
障
と
の
一
体
改
革
と
い
う
こ
と
で
は
、

消
費
税
は
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

白
井　

市
民
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
。

小
学
校
給
食
民
間
委
託
の
際
、
市
民
参

加
条
例
に
沿
い
、
決
定
前
に
説
明
会
を

す
べ
き
だ
っ
た
。
市
民
参
加
は
信
頼
関

係
が
大
事
で
、
不
信
を
募
ら
せ
る
環
境

を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ど
う
思
う
か
。

　

市
長　

市
民
の
意
見
を
聴
く
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
市
の
決

定
を
ど
の
時
点
で
捉
え
る
か
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
は
非
常
に
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
意
見
と
し
て
聴
い
て
お
く
。

　

渡
辺　

行
財
政
改
革
市
民
会
議
の
中

間
答
申
で
は
、
行
革
の
遅
れ
を
指
摘
し
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
と
直
営
施
設
の

民
営
化
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
市
長
は
、

限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
を
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
、
全
庁
を
挙
げ
て
健
全
な

財
政
運
営
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

答
申
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　

市
長　

真
摯
に
取
り
組
む
。
職
員
を

減
ら
し
た
が
、
残
業
が
増
え
て
い
る
。

更
な
る
行
革
に
努
め
た
い
。

　

小
林　

虚
平
和
へ
の
意
識
を
子
ど
も

達
に
繋
い
で
い
く
責
務
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。
許
根
本
的
な
待

機
児
童
解
消
に
向
け
て
、
公
立
保
育
園

の
負
担
や
経
費
の
見
直
し
に
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

市
長　

虚
戦
争
の
悲
惨
さ
が
風
化
し

て
き
て
い
る
。
世
界
の
平
和
を
願
い
、

ま
ず
足
元
を
固
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
許
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

　

五
十
嵐　

虚
市
財
政
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
つ
い
て
「
予
断
を
許
さ
な
い
」

等
と
述
べ
て
い
る
。
施
設
白
書
で
も
、

公
共
施
設
の
維
持
に
今
後
膨
大
な
費
用

が
か
か
る
と
あ
る
。
今
後
、
市
保
有
資

産
の
活
用
を
図
る
方
法
を
研
究
せ
よ
。

許
福
祉
会
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

市
民
だ
っ
た
方
か
ら
の
福
祉
目
的
の
ご

寄
付
を
活
用
す
る
と
い
う
報
道
は
確
か

か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
に
方
針
を
出
す

の
か
。
距
市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
提
案

の
理
由
、
目
的
は
。

　

市
長　

虚
こ
れ
ま
で
も
提
案
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
内
部
で
研
究
し
て
き
た
。

土
地
の
価
格
等
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
常
に
考
え
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

許
警
察
署
跡
地
が
有
力
候
補
地
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
方
針
を
出
し
た
い
。

距
目
的
は
市
民
の
健
康
寿
命
と
平
均
寿

命
の
差
を
縮
め
る
こ
と
。
運
動
を
続
け

る
た
め
の
動
機
付
け
に
し
た
い
。

　

百
瀬　

虚
市
民
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
協
働
と
、
行
政
が
市
民
に
望
む
連
携

が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
許
自
民
党
の
教
育
改
革
案

（
首
長
の
権
限
強
化
）
に
関
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

虚
市
民
の
方
々
に
も
で
き
る

部
分
で
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。
特
に

新
し
い
事
業
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
許
必
ず
し
も
賛
成
と
は
な

ら
な
い
。
全
て
を
首
長
が
、
と
い
う
こ

と
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。

　

渡
辺　

虚
今
後
５
年
、　

年
の
財
政

１０

フ
レ
ー
ム
は
い
つ
示
す
の
か
。
許
赤
字

債
（
臨
時
財
政
対
策
債
）
の
発
行
を
抑

制
し
て
い
る
と
い
う
が
、
発
行
限
度
額

ま
で
借
り
る
予
算
案
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
長　

虚
平
成　

年
度
か
ら
の
後
期

２７

基
本
計
画
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。
許
限

度
額
い
っ
ぱ
い
予
算
計
上
す
る
が
、
財

政
運
営
の
中
で
減
ら
し
て
い
く
こ
と
も

あ
り
得
る
。

　

林　

虚
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
も
商

店
等
は
必
要
。
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
考
え
方
は
。
許
高
次
脳
機
能
障
が
い

の
ほ
か
、
障
が
い
全
般
へ
の
施
策
は
。

距
学
童
や
給
食
調
理
等
、
直
営
の
良
さ

を
市
民
の
知
恵
を
活
か
し
て
残
す
べ
き
。

　

市
長　

虚
必
要
な
施
設
は
作
り
た
い

と
思
う
が
難
し
い
。
許
社
会
に
出
た
後

や
親
な
き
後
を
行
政
が
ど
う
カ
バ
ー
す

る
か
が
重
要
。
距
直
営
の
良
さ
は
引
き

継
ぎ
、
市
民
の
声
は
聞
い
て
い
く
。

　

田
頭　

虚
い
じ
め
や
体
罰
で
不
登
校

と
な
る
子
ど
も
が
い
る
。
体
罰
を
許
さ

な
い
こ
と
を
宣
言
等
で
明
確
に
う
た
う

べ
き
。
見
解
は
。
許
小
金
井
平
和
の
日

が
制
定
さ
れ
る
が
、
平
和
行
事
参
加
の

旅
は
な
く
さ
ず
、
毎
年
１
校
で
も
広
島

へ
修
学
旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
。

　

市
長　

虚
体
罰
は
絶
対
あ
っ
て
は
い

け
な
い
。
許
平
和
行
事
参
加
の
旅
は
、

継
続
か
今
後
考
え
る
。
市
が
実
施
せ
ず

と
も
行
け
る
。
自
分
で
行
け
ば
良
い
。

　

斎
藤　

虚
市
の
財
政
状
況
は
一
定
程

度
改
善
さ
れ
た
が
、
ま
だ
多
摩
地
域
最

下
位
。
更
な
る
改
善
を
求
め
る
。
許
保

育
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

を
求
め
る
。
距
新
庁
舎
の
建
設
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
予
定
ど
お
り
か
。

　

市
長　

虚
人
件
費
削
減
は
進
ん
だ
が
、

財
政
規
模
か
ら
す
る
と
比
率
が
高
い
。

許
国
・
都
有
地
等
の
活
用
、
社
福
等
の

運
営
を
考
え
た
い
。
距
予
定
ど
お
り
。

　

片
山　

今
の
時
代
に
平
和
の
日
の
制

定
は
重
要
。
市
民
参
加
の
平
和
事
業
を
。

虚
現
政
権
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容

認
は
。
許
武
器
輸
出
三
原
則
の
転
換
は
。

距
米
軍
基
地
問
題
は
。
鋸
子
ど
も
の
意

見
の
反
映
や
、
原
発
事
故
と
避
難
者
の

窮
状
を
踏
ま
え
た
平
和
事
業
を
。

　

市
長　

虚
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は

必
要
。
許
武
器
輸
出
に
は
懐
疑
的
。
距

沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
が
必
要
。
鋸
あ

ま
り
大
き
な
期
待
を
持
た
れ
る
と
困
る
。

　

板
倉　

施
政
方
針
に
は
市
民
の
暮
ら

し
の
実
態
が
一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
。

暮
ら
し
を
守
る
側
に
立
つ
と
い
う
な
ら

ば
、
増
税
を
行
う
の
で
は
な
く
負
担
を

軽
減
す
る
取
組
を
行
い
、
負
担
を
強
い

る
国
の
悪
政
へ
の
防
波
堤
と
な
る
べ
き
。

　

市
長　

持
続
可
能
な
社
会
、
制
度
と

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
に
ご
負
担

を
い
た
だ
く
と
こ
ろ
は
ご
負
担
を
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

森
戸　

市
は
今
後
５
年
以
内
に
再
開

発
や
庁
舎
建
設
、
ご
み
処
理
施
設
建
設

な
ど
７
つ
の
大
型
公
共
事
業
に
対
し
て

約　

億
円
の
市
費
を
投
じ
る
計
画
で
あ

２００
る
。
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
に
軽
量

鉄
骨
型
の
暫
定
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
財
源
が
生
ま
れ
、
リ
ー
ス
庁

舎
も
早
期
に
解
消
で
き
る
。
そ
の
財
源

を
市
民
へ
の
支
援
政
策
に
回
す
べ
き
。

　

市
長　

意
見
と
し
て
伺
う
が
そ
れ
で

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
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も
し
ろ
く
す
る
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　

遠
藤　

虚
行
政
委
員
会
、
審
議
会
、

市
長
の
私
的
諮
問
機
関
、
市
職
員
の
女

性
比
率
を
、
小
金
井
市
男
女
平
等
基
本

条
例
に
基
づ
い
た
比
率
に
し
て
い
か
な

い
か
。
許
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る

パ
パ
、
マ
マ
の
不
安
を
軽
減
す
る
有
効

な
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
の
導
入
を
。

　

市
長　

虚
市
の
附
属
機
関
等
が　

・
３０

６
％
、
職
員
が　

・
２
％
。　

％
に
近

４５

５０

づ
け
た
い
。
許
親
の
育
児
不
安
解
消
に

重
要
。
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
た
い
。

　

中
根　

虚
環
境
と
都
市
基
盤
の
項
目

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
で
武
蔵
小
金
井
駅

東
側
小
金
井
街
道
周
辺
は
ど
う
な
る
か
。

許
東
小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
完
成
期
が
平
成　

年
か
ら　

年

２４

３１

に
な
っ
た
。
こ
れ
以
上
変
更
は
許
さ
れ

な
い
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　

市
長　

虚
道
路
の
西
側
に
店
舗
が
入

る
と
聞
い
て
い
る
。
許
事
業
年
度
に
向

け
て
全
力
を
注
ぐ
。
生
活
設
計
が
か
か

っ
て
い
る
の
で
、
き
ち
ん
と
対
応
す
る
。

　

湯
沢　

自
転
車
の
利
用
が
奨
励
さ
れ

る
一
方
、
農
工
大
通
り
等
で
は
通
行
に

危
険
を
感
じ
る
場
面
も
あ
る
。
駐
輪
場

整
備
と
共
に
、
安
全
へ
の
配
慮
が
必
要
。

路
側
帯
の
右
側
通
行
に
重
い
罰
則
が
課

さ
れ
た
こ
と
の
周
知
が
十
分
で
な
い
。

　

市
長　

利
用
者
に
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
。
警
察

と
協
力
し
て
小
学
生
へ
の
指
導
や
乗
り

方
講
習
等
に
対
応
す
る
。
道
路
交
通
法

の
改
正
は
分
か
り
や
す
く
周
知
し
た
い
。

　

中
山　

虚
東
小
金
井
駅
周
辺
の
更
な

る
回
遊
性
向
上
へ
の
取
組
は
。
許
多
く

の
市
民
が
望
む
「
名
勝
小
金
井
（
サ
ク

ラ
）」
復
活
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

　

市
長　

虚
非
常
に
求
心
力
が
で
き
た
。

市
民
が
何
を
望
む
の
か
、
今
ま
で
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
一
気
に
明
る
く
な
っ
た
と

い
う
思
い
で
今
後
も
力
を
入
れ
た
い
。

許
復
活
は
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で

あ
る
。
今
年
度
は
梶
野
橋
か
ら
関
野
橋

の
補
植
で
、
モ
デ
ル
事
業
を
継
続
す
る
。

　

露
口　

財
政
運
営
は
厳
し
い
。
虚
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
の
再
開
発

は
、
第
１
地
区
の
教
訓
を
活
か
す
べ
き
。

許
福
祉
会
館
は
、
市
民
か
ら
３
億
円
の

遺
贈
を
受
け
、
建
て
替
え
に
弾
み
が
つ

い
た
。
感
謝
の
意
を
表
す
べ
き
。

　

市
長　

虚
基
本
的
な
考
え
と
し
て
は
、

保
留
床
を
取
得
す
る
考
え
は
な
い
。
平

成　

年
度
都
市
計
画
決
定
を
目
指
す
。

２６
許
建
て
替
え
に
当
た
り
遺
贈
者
の
お
気

持
ち
を
福
祉
会
館
内
に
残
し
て
い
く
。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

小
金
井
市
議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
公
明
党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党

よ
く
考
え
た
い
。

　

紀　

虚
介
護
保
険
の
充
実
に
つ
い
て
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
先
進
事
例
に
学
び
早
急
に
準

備
を
。
許
障
が
い
者
と
健
常
者
と
の
相

互
理
解
が
重
要
。
障
が
い
者
へ
の
新
た

な
施
策
は
。
距
小
金
井
市
食
育
推
進
基

本
条
例
に
沿
っ
た
基
本
計
画
の
推
進
を
。

　

市
長　

虚
そ
の
方
向
性
で
考
え
る
。

許
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
講
演
会
等
を

開
催
す
る
。
距
健
康
課
を
中
心
に
、
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

宮
下　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
に
は
、
迅
速

な
事
業
展
開
へ
向
け
て
、
市
は
静
観
す

る
姿
勢
で
は
な
く
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
べ
き
だ
。

　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
は
、
や
る
べ
き

と
き
に
き
ち
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
次
世
代
に
対
す
る
我
々
の
責
任

で
も
あ
る
。
地
元
地
権
者
の
意
向
が
一

番
大
事
だ
。
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
当
然
我
々
は
力
を
注
い
で
い
く
。

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連

改
革
連
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななな
のののののののののののののののののののの
党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党

み
ん
な
の
党
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷刷
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
のののののののののののののののののののの

小
金
井
刷
新
の
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産

日
本
共
産
党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
生
活
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ククククククククククククククククククククク

※原稿は市長の答弁も含めて各議員が作成しています。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
ここここここここここここここここここここ
がががががががががががががががががががが
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

市
民
自
治
こ
が
ね
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

ここここここここここここここここここここ
がががががががががががががががががががが
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

こ
が
ね
い
市
民
会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

　

鈴
木　

虚
公
共
施
設
の
一
斉
更
新
問

題
と
危
機
的
財
政
状
況
に
つ
い
て
見
解

は
。
許
保
育
事
業
者
が
市
の
担
当
課
職

員
と
半
年
間
面
会
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
ど
う
思
う
か
。
距
保
育
園

待
機
児
童
の
緊
急
対
策
を
講
じ
な
い
か
。

　

市
長　

虚
ま
さ
に
危
機
的
状
況
で
あ

る
。
地
方
交
付
税
は
１
億
円
か
２
億
円

し
か
来
な
い
。
財
政
を
健
全
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
小
金
井
市
は
他
市
と

比
べ
て
公
共
施
設
が
少
な
い
が
、
統
廃

合
を
考
え
つ
つ
、
必
要
な
施
設
は
作
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
学
校
の
活
用
は
、

教
育
委
員
会
と
調
整
し
て
い
く
話
だ
と

思
う
。
許
認
可
、
認
証
に
限
ら
ず
保
育

園
を
作
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
実
現
さ

せ
て
き
た
。
半
年
も
担
当
と
会
え
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
丁

寧
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
距
将
来

の
計
画
を
立
て
れ
ば
物
事
が
全
て
解
決

す
る
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

転
入
者
を
見
据
え
対
応
し
た
い
。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

小
金
井
市
議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
民
主
党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党
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露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

前
原
歩
道
橋
は
都
の
緊
急
輸
送
道
路
に
架
か
っ

て
い
る
が
、
経
年
劣
化
で
耐
震
性
が
心
配
さ
れ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
へ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
原
宿
駅
前
の
横
断

歩
道
橋
は
最
近
撤
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
通
学

路
指
定
と
な
っ
て
い
た
の
で
撤
去
に
時
間
が
か
か

っ
た
と
聞
く
。
小
金
井
市
で
通
学
路
と
し
て
歩
道

橋
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
前
原
小
、
南
小
、
南

中
で
、
合
計　

人
余
で
あ
る
。
利
用
勝
手
の
悪
い

２０

歩
道
橋
を
撤
去
し
、
横
断
歩
道
、
信
号
機
の
設
置

を
求
め
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

歩
道
橋
の
寿
命
は　

年
以
上

６０

と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
撤
去
基
準
は
、
利
用
者

が　

時
間
当
た
り　

人
以
下
で
あ
る
こ
と
、
通
学

１２

２０

路
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、　

ｍ
以
内
に
横

１００

断
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
、
前

原
歩
道
橋
を
撤
去
し
て
横
断
歩
道
と
信
号
機
の
設

置
を
関
係
部
署
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

前
原
歩
道
橋
を
撤
去

前
原
歩
道
橋
を
撤
去
しし

横
断
歩
道
と
信
号
機
設
置

横
断
歩
道
と
信
号
機
設
置
をを

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
現
在
、
障
が
い
者
の
各
相
談
窓
口
の
場
所
が

離
れ
て
い
る
。
年
齢
や
複
合
的
な
症
状
等
、
状
況

の
変
化
に
よ
っ
て
相
談
場
所
が
変
わ
り
、
不
便
で

あ
る
。
今
後
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
る
福
祉
会

館
１
階
に
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

窓
口
が
点
在
し
て
お
り
、
同

時
利
用
の
場
合
は
不
便
も
感
じ
る
が
、
場
所
の
問

題
も
あ
る
。

　

市
長　

福
祉
会
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在

方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
中
で
、
答
え
ら
れ
な

い
。
ご
意
見
と
し
て
伺
っ
て
お
き
た
い
。

　

許
民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
は
過
半
数
に
達
し
て
い

る
。
市
報
な
ど
で
情
報
が
届
か
な
い
層
へ
迅
速
か

つ
正
確
に
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
も
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

で
き
な
い
か
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
、
今
後
の
課
題
と
受
け
止
め
た
い
。

障
が
い
者
相
談
の
ワ
ン

障
が
い
者
相
談
の
ワ
ン
スス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
をを

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

市
民
参
加
か
ら
市
民
参
画
へ
、
そ
し
て
市
民
協

働
へ
と
進
ん
で
き
た
が
、
基
本
認
識
が
共
通
化
さ

れ
な
い
と
実
行
は
進
ま
な
い
。
契
行
政
が
考
え
て

い
る
協
働
と
は
。
形
長
い
歴
史
の
あ
る
町
会
等
も

協
働
で
あ
る
。
加
入
率
の
低
さ
を
課
題
と
す
る
町

会
等
に
対
し
、
市
が
広
報
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
。
径
テ
ー
マ
別
の
協
働
も
お
互

い
に
緊
張
感
を
持
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
恵
庁
内
で
協
働
の
可
能
性
の
あ
る
事
業
の
洗

い
出
し
を
し
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

契
本
来
協
働
と
は
、
事
業
の
一
端

を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
双
方
合
意
の
上
で
分

担
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
初
め
て
協
働
に

な
る
と
考
え
る
。
形
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町

会
等
の
周
知
を
始
め
た
。
径
お
互
い
の
意
見
交
換

は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
恵
今
後
、
検
討
を

進
め
る
中
で
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

行
政
と
市
民
と
の
協
働

行
政
と
市
民
と
の
協
働
をを

進
め
る
た
め

進
め
る
た
め
にに

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
活
用
の
現

状
を
問
う
。
契
巡
回
相
談
に
つ
い
て
。
形
関
係
機

関
、
学
校
と
の
連
携
に
お
け
る
課
題
は
何
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
巡
回
相
談
は
保
育
課
、
児

童
青
少
年
課
、
指
導
室
で
実
施
し
て
お
り
、
計
画

で
は
統
合
す
る
方
向
で
あ
る
。
保
育
所
等
訪
問
事

業
で
あ
れ
ば
、
保
護
者
の
要
望
で
き
ら
り
の
専
門

職
が
幼
稚
園
な
ど
へ
出
向
く
こ
と
が
で
き
る
。
形

ど
こ
で
も
対
応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
は
、
き
ら
り
が

窓
口
と
な
り
、
今
後
の
方
針
や
次
へ
の
つ
な
ぎ
方

を
一
緒
に
見
つ
け
て
い
く
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
学
校
支
援
地
域
本
部
の
準

備
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　

許
大
雪
の
際
の
市
民
生
活
に
関
す
る
情
報
発
信

は
適
切
だ
っ
た
か
。

　

市
長　

テ
レ
ビ
を
見
る
と
一
目
瞭
然
で
、
我
々

が
発
信
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
詳
し
い
。
状
況
を

ど
う
伝
え
る
か
は
一
つ
の
課
題
。
今
回
の
こ
と
を

教
訓
に
ど
う
い
う
措
置
が
採
れ
る
か
研
究
し
た
い
。

子
ど
も
の
支
援
策

子
ど
も
の
支
援
策
とと

積
雪
時
の
情
報
発
信
の
課

積
雪
時
の
情
報
発
信
の
課
題題

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
の
歳
入
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
、
全
体
の

　

・
３
％
を
占
め
る
市
税
の
徴
収
強
化
は
重
要
で

５６あ
る
。
平
成　

年
度
の
現
年
度
分
収
納
率
は　

・

２４

９８

６
％
で
、
多
摩
地
区
の
上
位
水
準
を
目
指
し
、
取

組
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
重
要
で
あ
る
。
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ
れ

る
職
場
風
土
づ
く
り
と
組
織
強
化
を
進
め
、
公
平

な
税
負
担
を
求
め
る
一
層
の
取
組
を
提
案
す
る
。

　

税
務
担
当
部
長　

催
告
文
書
の
見
直
し
、
電
話

催
告
強
化
や
成
果
の
検
証
等
に
努
め
て
き
た
。
東

京
都
と
連
携
を
強
化
し
、
困
難
事
案
の
解
決
や
職

員
の
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
、
職
員
自
ら
の
創
意
工

夫
、
機
動
的
に
徴
収
を
進
め
る
組
織
づ
く
り
を
基

本
に
、
平
成　

年
度
は
早
期
電
話
催
告
、
滞
納
繰

２６

越
分
対
策
を
重
視
し
て
取
り
組
む
。
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
の
定
着
を
図
り
、
安
定
し
た
財
源
確

保
と
納
税
者
の
利
便
性
向
上
を
推
進
す
る
。

■
そ
の
他
、「
残
業
時
間
の
短
縮
」「
公
共
施
設
料

金
の
適
正
化
」
な
ど
を
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

市
税
徴
収
の
強
化

市
税
徴
収
の
強
化
にに

向
け
て
問

向
け
て
問
うう

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
介
護
保
険
制
度
と
と
も
に

平
成　

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
契
現
状

１２

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
形
国
の
政
策
的
方
向
性

は
。
径
担
い
手
の
拡
充
策
と
し
て
、
市
民
後
見
人

の
育
成
が
あ
る
。
す
ぐ
に
市
民
後
見
人
と
し
て
育

成
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
法
人
後
見
受
任
ケ
ー

ス
を
一
緒
に
支
援
す
る
と
い
う
「
後
見
支
援
員
の

育
成
」
を
今
回
は
提
案
し
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
相
談
件
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
需
要
は
今
後
更
に
増
え
る
だ
ろ
う
。
形
最

高
裁
判
所
の
資
料
に
よ
る
と
、
親
族
以
外
の
第
三

者
に
よ
る
後
見
人
の
選
任
比
率
が
半
分
を
超
え
た

と
い
う
。
担
い
手
拡
充
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は

市
民
後
見
推
進
事
業
を
始
め
た
。
径
本
市
で
は
、

い
ま
だ
市
民
後
見
人
養
成
事
業
を
始
め
て
い
な
い
。

他
の
区
や
市
の
取
組
を
参
考
に
し
て
協
議
を
進
め

た
い
。

■
そ
の
他
、
公
会
計
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
の
活
用

成
年
後
見
制
度
の
活
用
・・

充
実
に
つ
い

充
実
に
つ
い
てて白

井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

契
平
成　

年
度
の
保
育
所
入
所
申
込
状
況
、
承

２６

諾
・
不
承
諾
状
況
か
ら
、
４
月
１
日
現
在
の
待
機

児
童
数
は
何
人
に
上
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。
形

認
可
・
認
証
に
も
入
れ
な
か
っ
た
方
へ
は
、
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
る
か
。

横
浜
市
の
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
事
例
を
参
考

に
、
ハ
ー
ド
（
保
育
枠
）
の
確
保
も
必
要
だ
が
、

ソ
フ
ト
の
対
応
（
相
談
業
務
）
の
整
備
も
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
現
時
点
で
は
２
次
募
集

も
あ
り
、
予
測
は
困
難
だ
が
、
昨
年
を
上
回
る
こ

と
は
予
測
さ
れ
る
。
形
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
と

は
な
ら
な
い
が
、
問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
相

談
に
乗
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空
き
状
況

等
も
掲
載
し
て
い
る
。
横
浜
市
の
例
は
ご
意
見
と

し
て
承
っ
て
お
く
。

■
そ
の
他
、「
行
政
内
部
の
情
報
資
産
活
用
」「
ｎ

ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
東
小
金
井
開
業
の
影
響
」
に
つ
い
て

質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

続
・
待
機
児
童
問

続
・
待
機
児
童
問
題題

に
つ
い

に
つ
い
てて

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
市
は
財
源
の
根
拠
も
地
権
者
合
意
の
展
望
も

示
さ
ず
に
再
開
発
を
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
財
政
的
根
拠
を
示
し
て
地
権
者
合
意
が
で

き
た
と
こ
ろ
か
ら
再
開
発
を
行
う
よ
う
な
自
治
体

も
あ
る
。
人
を
説
得
す
る
誠
意
を
持
つ
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

そ
の
自
治
体
と
目
的
と
方
向

性
は
同
じ
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

　

許
消
費
税
増
税
の
中
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第

２
地
区
と
北
口
で
行
わ
れ
る
再
開
発
事
業
で
は
、

商
業
床
と
住
宅
の
需
要
が
本
当
に
あ
る
の
か
。
地

主
は
財
産
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

商
業
展
開
が
可
能
な

ほ
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
需
要
は
相
当
高
い
。

　

距
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
の　

人
の
権

５０

利
者
の
た
め
に　

億
円
が
出
さ
れ
る
が
、
数
百
人

１５

の
待
機
者
が
い
る
保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
そ
の　

億
円
は
使
う
べ
き
。

１５

　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
を
果
た
し
て
い
く
の
が
役

目
だ
と
思
っ
て
い
る
。

大
型
再
開
発
事
業

大
型
再
開
発
事
業
はは

や
め
る
べ

や
め
る
べ
きき

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
安
倍
内
閣
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
介
護
保

険
制
度
の
改
悪
を
開
始
す
る
考
え
で
あ
る
。
要
支

援
者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
打
ち
切
り
を
せ
ず
、
継

続
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
事
業
の

展
開
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
事
業
の
実
施
、
利
用
者
に
負
担
が

な
る
べ
く
か
か
ら
な
い
よ
う
な
介
護
予
防
の
取
組

に
つ
い
て
審
議
し
、
検
討
し
た
い
。

　

許
認
可
を
目
指
す
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援

の
み
な
ら
ず
、
認
可
保
育
園
の
新
設
、
増
設
に
向

け
た
計
画
案
を
、
新
年
度
に
設
置
さ
れ
る
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
に
諮
問
す
べ
き
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

今
後
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
、
市
民
の
意
見
も
頂
き
な
が
ら
事
業
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
認
可
保
育
園
を
設

置
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
全
体
の
中
で

バ
ラ
ン
ス
良
く
、
保
育
、
教
育
の
確
保
方
策
を
立

て
て
い
く
。

介
護
保
険
改
悪
案
へ

介
護
保
険
改
悪
案
へ
のの

対
応
策
を
問

対
応
策
を
問
うう

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一般質問 （５面～７面）
２月２８日、３月３日、４日、５日

会 派 の 略 称
（ 自民党小金井 ） 自由民主党小金井市議団
（ 日本共産党 ） 日本共産党小金井市議団
（ 公 明 党 ） 小金井市議会公明党
（ 市議会民主党 ） 小金井市議会民主党
（ みんなの党 ） みんなの党・小金井刷新の会

（ 生活者ネット ） 生活者ネットワーク
（ 改 革 連 合 ） 改革連合
（ 市 民 自 治 ） 市民自治こがねい
（ 市 民 会 議 ） こがねい市民会議
（ こ が お も ） 小金井をおもしろくする会



平成２６年（２０１４年）５月９日発行 （２４２号）　 　－６－市 議 会 だ よ り

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

契
環
境
を
守
る
た
め
に
多
く
の
市
民
の
方
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
横
の
連

携
は
あ
る
か
。
形
市
全
体
の
緑
を
守
る
に
は
行
政

単
独
で
は
限
界
が
あ
る
。
市
民
、
事
業
者
、
市
が

連
携
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
径
市

の
計
画
に
は
、
戦
略
に
基
づ
い
て
戦
術
を
立
て
実

施
計
画
を
作
る
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
足

り
な
い
。
現
状
に
危
機
感
を
持
ち
、
全
庁
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
。
恵
点
を
結
び
線
に
し
て
、
桜

の
回
廊
を
作
ら
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
少

な
い
の
が
現
状
。
形
個
別
に
連
携
し
な
が
ら
や
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
組
織
立
て
て
連
携
す
る
こ
と

は
、
ご
指
摘
ど
お
り
の
課
題
が
あ
る
。

　

市
長　

径
緑
の
取
組
は
多
方
面
に
わ
た
り
、
各

部
課
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
た
い
。
恵
桜
の

小
金
井
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
学
校
教
育
の
未
来
と
地
域
に
お
け
る

学
校
の
役
割
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
へ

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
へ
のの

取
組
を
問

取
組
を
問
うう

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
３
月　

日
を
目
前
に
、

１１

防
災
対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
契
国
や
都
の
防

災
計
画
等
の
見
直
し
に
よ
る
課
題
は
何
か
。
形
住

民
の
自
発
的
な
防
災
活
動
は
当
然
だ
が
、
公
的
な

責
任
が
後
退
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
径
木
造
住
宅
耐
震
助
成
を
拡
充
し

な
い
か
。
恵
図
上
訓
練
等
の
検
討
を
。
慶
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
へ
引
き
続
き
支
援
を
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
多
摩
直
下
型
の
被
害

想
定
が
一
番
大
き
い
。
国
や
都
の
計
画
と
整
合
性

を
持
つ
よ
う
に
す
る
。
形
最
低
限
の
食
料
、
生
活

必
需
品
等
の
備
蓄
は
進
め
る
。
恵
地
域
防
災
計
画

の
修
正
の
進
捗
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
。
慶

被
災
者
支
援
は
、
情
報
提
供
と
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

径
普
及
啓
発
を
推
進

し
た
い
。

■
そ
の
他
、
認
知
症
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

市
民
の
命
と
財
産
を
守

市
民
の
命
と
財
産
を
守
るる

防
災
対
策
の
充
実

防
災
対
策
の
充
実
をを

百
瀬
和
浩
（
み
ん
な
の
党
）

　

危
機
的
な
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、
防
災
は
最

優
先
の
課
題
で
あ
る
。
今
後　

年
の
間
に　

％
の

３０

７０

確
率
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
る
、
南
関
東
を
震
源
と

し
た
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震
に
備
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
自
助
７
割
、
共
助
２
割
、
公
助
１

割
の
現
実
の
中
、
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
が
行

政
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

過
去
の
震
災
で
は
、
住

民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
り
多
く
の
人
命
が
救
わ

れ
て
い
る
。
発
災
時
の
自
助
、
共
助
の
重
要
性
は

明
ら
か
で
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
出
前
講
座
、

防
災
訓
練
や
防
災
講
習
会
な
ど
で
、
自
助
の
必
要

性
や
自
助
の
備
え
に
関
す
る
啓
発
、
ま
た
、
地
域

防
災
力
向
上
や
地
域
に
お
け
る
共
助
の
推
進
に
努

め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
の
取
組
に
加
え
、

事
前
復
興
計
画
の
策
定
と
復
興
模
擬
訓
練
の
実
施

を
研
究
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
そ
し

防
災
・
減
災
そ
し
てて

事
前
復
興
計
画
構
築
に
向

事
前
復
興
計
画
構
築
に
向
けけ
てて

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
日
本
人
の
死
亡
率
の
１
位
は
が
ん
で
あ
る
が
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低
い
。
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー

ル
（
個
別
受
診
勧
奨
）
制
度
を
活
用
し
て
、
受
診

率
の
向
上
を
。
契
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
効
果
と
今
後
の
取
組
は
。
形
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
実
施
し
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

を
勧
め
よ
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
受
診
率
は
、
子
宮
頸
が
ん

は　

・
２
％
が　

・
２
％
に
、
乳
が
ん
は　

・
４

１２

１６

１２

％
が　

・
１
％
に
上
が
っ
た
。
個
別
受
診
勧
奨
も

１９

適
切
に
判
断
し
た
い
。
形
任
意
型
検
診
で
実
施
す

る
選
択
肢
は
あ
る
。

　

許
農
工
大
・
多
摩
小
金
井
ベ
ン
チ
ャ
ー
ポ
ー
ト

と
、
高
架
下
の
事
業
創
造
セ
ン
タ
ー
「
Ｋ
Ｏ
儿
Ｔ

Ｏ
」
と
の
連
携
で
、
市
内
へ
の
企
業
誘
致
を
進
め

よ
。
起
業
の
状
況
と
今
後
の
支
援
は
。

　

市
民
部
長　

卒
所
７
社
の
う
ち
市
内
に
定
着
し

た
の
は
４
社
。
定
着
率
を
上
げ
る
支
援
を
し
た
い
。

　

市
長　

期
待
し
て
い
る
。
協
力
し
て
い
き
た
い
。

実
の
あ

実
の
あ
るる

「
が
ん
予
防
施
策
」

「
が
ん
予
防
施
策
」のの
実
施
を

実
施
を

避
難
者
交
流
会
／
産
科
医

避
難
者
交
流
会
／
産
科
医
療療

補
償
制
度
の
見
直
し

補
償
制
度
の
見
直
し
をを

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
家
族
介
護
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る

中
、
家
族
介
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
望
ま

れ
て
い
る
。
契
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
対

応
は
。
形
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域
事
業
者
と
の
連
携
は
。

径
認
知
症
対
策
の
現
状
は
。　

　

福
祉
保
健
部
長　

契
家
族
介
護
教
室
や
介
護
者

相
互
の
交
流
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
心
身
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
形
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業
の

周
知
を
図
り
つ
つ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

情
報
を
集
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
き
た

い
。
径
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
各
種
相

談
等
の
実
施
、
認
知
症
連
絡
情
報
交
換
シ
ー
ト
を

利
用
し
た
制
度
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　

許
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
の
周
知
を
。　　

　

福
祉
保
健
部
長　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

距
首
都
直
下
型
地
震
発
生
時
の
対
応
と
体
制
の

見
直
し
は
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

全
職
員
で
対
応
す
る
。

ま
た
、
体
制
強
化
を
検
討
し
て
い
る
。

家
族
介
護
者
サ
ポ
ー
ト

家
族
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
のの

更
な
る
充
実

更
な
る
充
実
をを

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
契
転
入
者
へ
の
ご
み
分
別
周
知
方
法
は
。
市

民
と
協
力
し
て
窓
口
で
の
周
知
を
。
形
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
無
料
で

分
別
回
収
し
な
い
か
。
径
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
力

店
を
増
や
さ
な
い
か
。

　

ご
み
対
策
課
長　

契
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
。

大
学
の
窓
口
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い
て
も
ら
う
こ

と
を
検
討
中
。
第
二
庁
舎
１
階
で
の
対
応
は
課
題

が
多
い
。
径
認
定
要
件
の
問
題
で
協
力
店
が
増
え

な
い
と
感
じ
る
。　

店
舗
を
目
標
に
拡
大
し
た
い
。

１０

　

市
長　

形
分
別
が
徹
底
し
に
く
く
な
る
た
め
、

現
状
ど
お
り
と
し
、
無
料
回
収
す
る
考
え
は
な
い
。

　

許
市
民
後
見
制
度
に
つ
い
て
。
契
現
状
と
課
題

は
。
形
市
民
後
見
人
養
成
の
考
え
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
相
談
は
増
加
中
。
本
市
で

市
民
後
見
人
が
成
年
後
見
人
等
に
選
任
さ
れ
た
の

は
１
件
。
形
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
地

域
福
祉
課
を
中
心
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

不
燃
系
ご
み
の
減
量

不
燃
系
ご
み
の
減
量
／／

市
民
後
見
制
度
に
つ
い

市
民
後
見
制
度
に
つ
い
てて

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

第
二
庁
舎
は
駐
車
場
を
含
め
て
床
面
積
は
６
千

　

釈
で
、　

年
間
の
家
賃
が　

・
３
億
円
で
あ
る
。

８００

２０

５２

新
庁
舎
の
床
面
積
は
１
万
６
千
釈
で
、
建
設
費
が

　

億
円
の
計
画
で
あ
り
、　

年
間
は
使
用
で
き
る
。

５５

５０

半
分
以
下
の
床
面
積
で
半
分
以
下
の
使
用
年
限
な

の
に
同
じ
予
算
で
あ
る
。
同
じ
経
費
で
４
分
の
１

の
成
果
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。
契
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
形
新
庁
舎
建
設
の
資
金
計
画

は
。
径
他
自
治
体
の
ケ
ー
ス
を
参
考
に
し
て
、
財

政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
敷
地
の
容
積
率
を
ア

ッ
プ
さ
せ
、
土
地
資
産
を
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

契
過
去
の
経
過
か
ら
、
賃
貸
の
庁
舎
し

か
方
法
が
な
か
っ
た
。

　

庁
舎
建
設
等
担
当
課
長　

形
一
般
財
源
の
負
担

軽
減
等
、
し
っ
か
り
と
し
た
財
源
計
画
を
立
て
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

径
過
去
に
容
積
率
を
上
げ
る

議
論
は
あ
っ
た
が
、
都
市
計
画
制
度
が
変
更
と
な

り
、
現
在
で
は
困
難
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
は
土
地
資
産
活

庁
舎
建
設
は
土
地
資
産
活
用用

で
財
政
負
担
軽
減
せ

で
財
政
負
担
軽
減
せ
よよ

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
契
防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

雪
害
の
状
況
を
把
握
し
、
多
摩
地
域
で
の
防
災
協

定
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。
形
５
市
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
連
携
し
た
、
原
発
事
故
の
避
難
者

交
流
会
が
開
か
れ
る
。
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

連
携
し
て
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
４
月
に
開
か
れ
る
会

議
で
話
し
合
い
た
い
。
形
避
難
者
に
情
報
提
供
を

す
る
。

　

許
産
科
医
療
補
償
制
度
に
よ
る
剰
余
金
が　

～
８００

千
億
円
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
出
産
事
故

に
対
す
る
補
償
で
は
な
く
、
全
て
の
障
が
い
児
が

対
象
の
福
祉
政
策
が
必
要
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

　

保
険
年
金
課
長　

現
在
、
必
要
な
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
活
用
に

つ
い
て
質
問
し
た
ほ
か
、「
選
挙
の
際
、
特
定
候
補

者
の
応
援
に
市
長
会
事
務
局
を
使
う
べ
き
で
は
な

い
」
と
い
う
見
解
を
市
長
に
確
認
し
ま
し
た
。

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

文
部
科
学
省
は
昨
年　

月
、
学
校
教
育
法
施
行

１１

規
則
一
部
改
正
を
行
い
、
自
治
体
判
断
で
土
曜
授

業
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
土
曜
授
業

に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
の
ま
と
め
で
は
、
土
曜
授

業
を
望
む
保
護
者
が
３
割
以
上
で
あ
っ
た
。
契
本

市
の
児
童
・
生
徒
の
土
曜
日
の
現
状
は
。
形
今
後

変
更
の
予
定
は
あ
る
か
。
径
報
道
さ
れ
て
い
る
教

育
委
員
会
改
革
に
つ
い
て
小
金
井
市
の
対
応
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
授
業
公
開
、
学
校
行
事
、

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室

な
ど
を
実
施
。
形
東
京
都
教
育
委
員
会
の
方
針
を

受
け
、
す
で
に
対
応
し
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
校
庭
開
放
事
業
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
活
用
や
、
合
唱
教
室
、
工
作
教
室

を
行
っ
て
い
る
。

　

市
長　

径
制
度
が
で
き
れ
ば
従
う
が
、
市
長
の

介
入
が
強
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
。

■
そ
の
他
、
自
動
二
輪
車
駐
車
場
の
現
状
と
必
要

性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
令
へ

文
部
科
学
省
令
へ
のの

対
応
対
応
はは

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
契
東
町
一
・
五
丁
目
へ
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
強
い
要
望
が
あ
る
。

東
小
金
井
の
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
に
も
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。
形
道
路
幅
等
が
問
題
な
ら
、
Ｃ

ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
・
ミ
ニ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
東
町
五
丁
目
は
道
路
幅
員
、

交
通
規
制
等
の
関
係
で
運
行
が
困
難
。
東
町
一
丁

目
の
東
中
へ
入
る
道
路
に
つ
い
て
警
察
と
協
議
し

た
が
、
踏
切
が
近
い
た
め
危
険
と
判
断
し
た
。
形

定
員
や
費
用
面
で
の
問
題
も
あ
る
。
平
成　

年
の

３０

新
庁
舎
建
設
の
時
期
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
車
両

や
ル
ー
ト
の
変
更
を
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　

許
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
依
存
に
よ
る
子
ど
も
の
学

力
や
成
長
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
技
術
へ

の
順
応
が
早
い
子
ど
も
た
ち
に
対
応
す
る
た
め
、

努
め
て
現
状
の
把
握
と
対
策
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

校
内
研
修
や
専
門
家
を
講
師

に
招
く
な
ど
し
て
、
学
校
で
の
問
題
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
。

東
町
東
町
一一
・・
五
丁
目

五
丁
目
にに
Ｃ
ｏ
Ｃ

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏｏ

バ
ス
／
ス
マ
ホ

バ
ス
／
ス
マ
ホ
依依
存存
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原案可決○○○×○○○×○×
首相主導で解釈改憲に踏み切れば、国民の自由や権利を守るために憲法は政府
を縛るという立憲主義の否定になる。よって小金井市議会は政府の憲法解釈変
更による集団的自衛権行使に反対する。

立憲主義を否定する政府の憲法
解釈変更による集団的自衛権行
使に反対する意見書

可　
　
　
　
　

決

原案可決○△○×○○○×○
×４
△１

安倍内閣は、「エネルギー基本計画」の政府案を決定した。福島第一原子力発電
所は、一旦事故を起こせば制御できない危険があることを浮き彫りにした。原
発を推進する計画は見直し、自然エネルギーへの転換を求める。

原発を推進するエネルギー基本
計画の見直しを求める意見書

原案可決○○○○○○○×○△
政府は避難を継続または帰還を選択した住民双方に「原発事故・子ども被災者
支援法」に基づく十分な支援を行い、避難指示解除の可否については慎重に検
討し、専門家会議に新たな専門家を加えヒアリングを実施することを求める。

原発事故子ども・被災者支援法
に基づく有効な支援を求める意
見書

原案可決○○○×○○○×○△
国民健康保険は厳しい財政運営を強いられる中、１,０００億円近くの剰余金を抱
える本制度の運営に批判の声が上がっている。障がい者を支援する施策ならば
「福祉政策」で保障し、無過失補償制度として法律にすることを求める。

産科医療補償制度の抜本的見直
しを求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○
メニューの虚偽表示等に対し、抜本的対策を法制化する「景品表示法等改正案」
の早期成立と、冷凍食品への農薬混入事件や、毎年起こる集団食中毒対策への
食品の安全管理、衛生管理体制の強化等の適切な措置を求める。

食の安全・安心の確立を求める
意見書

原案可決×○×○×○○○×○
競技大会の開催は、更なるスポーツ振興や国際相互理解の促進、地域経済の活
性化にもつながる。各国選手団の事前合宿の誘致や、スポーツを活用した街づ
くり、交通インフラ等必要な社会基盤の整備を進めるよう国に求める。

２０２０年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会に向けた環
境整備及び地域における取組へ
の支援を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○
中国において発生したＰＭ２.５による深刻な大気汚染は、越境被害が今問題にな
っている。その構成成分の解明や健康影響調査を進め、法律に基づいた注意発
令の整備と、国内外の発生抑制対策を推進することを求める。

ＰＭ２.５（微小粒子状物質）に係
る総合的な対策の推進を求める
意見書

原案可決×××○××○○×○
現下の厳しい小金井市財政の状況から、選挙立会人等の報酬の見直しの必要性
については理解するが、公正公平な開票作業が行われるよう、まずは時間のロ
スをなくし、厳正にして効率的な開票作業がされることを関係者に求める。

議員案第４０号特別職の給与に関
する条例の一部を改正する条例
に対する付帯決議

原案可決○○○○○○○△○△
子ども・子育て支援新制度は「量の拡充」と「質の向上」について、政府の試
算では約４，０００億円の財源のめどが立っていないことが明らかになった。必要
な財源の確保実現に向けた、大きな政治の決断を政府に対し強く求める。

子ども・子育て支援新制度にお
ける財源不足の確保を求める意
見書

原案可決○○○○○○○△○
○１
△４

待機児童発生率は２年連続多摩２６市中ワーストであり、集団異議申し立ては行
政執行への不満の表れである。また、入所希望者は増え、保育枠は不足し続け
ることが予想される。早急に効果的な取組を実行するよう市に求める。

待機児童解消に向け、早急に効
果的な取組を求める決議

否　決×○○△○○××○×
猪瀬前東京都知事の裏献金疑惑は、東京電力病院の売却問題等都政の在り方に
関わる問題で、金と利権でゆがめられるような都政と決別するために、疑惑の
徹底解明を求める。

猪瀬前東京都知事の裏献金疑惑
について徹底解明を求める意見
書否　

　
　
　
　

決

否　決○△○○○×××○×
憲法に則して教育の自主権を守るために作られた教育委員会制度の根幹を改変
し、国や首長などの政治権力による教育支配を歯止めなしに拡大するものとな
る教育委員会制度「改革」を行わないことを求める。

政治権力の教育支配につながる
教育委員会制度「改革」に反対
する意見書

否　決○○○×○○××××４
△１

行財政改革大綱に盛り込まれている「正規職員の５５歳昇給抑制」は平成２４年度
実施とされていたが、いまだに実現していない。人件費抑制措置も講じないま
ま、再任用職員の年収増だけを先行させるべきではない。

再任用職員のフルタイム化に関
する決議

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

２
月
は
記
録
的
な
大
雪
で
あ
っ
た
。
契
頻
繁
に

起
こ
り
得
る
可
能
性
へ
の
認
識
は
。
形
大
雪
が
降

っ
た
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
。
径
公
道
の
除

雪
に
従
事
し
た
職
員
数
は
。
恵
電
気
や
ガ
ソ
リ
ン

で
動
く
除
雪
装
備
が
な
い
。
十
分
と
言
え
る
の
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
今
後
も
極
端
な
気
象

は
あ
り
得
る
。
形
地
域
防
災
計
画
に
は
大
雪
は
入

っ
て
い
な
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
る
の

は
道
路
管
理
課
の
み
で
あ
る
。
径
２
月
８
日
、
９

日
は
職
員
６
人
が
、　

日
は
業
者
が
除
雪
し
た
。

１５

恵
手
押
し
で
雪
を
運
ぶ
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
や
凍

結
防
止
用
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
で
対
応
し
て
い
る
。

　

道
路
管
理
課
長　

形
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
か
ら　
１３

年
が
経
過
し
て
お
り
、
新
設
道
路
も
整
備
さ
れ
て

い
る
の
で
、
除
雪
対
象
路
線
の
選
定
、
内
容
の
見

直
し
を
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
部
長
職
や
課
長
職
が
多
摩
地
域
の
同

一
人
口
市
よ
り
多
い
問
題
を
質
問
し
、
削
減
を
求

め
ま
し
た
。

「「
雪
害
」
対
策

雪
害
」
対
策
のの

充
実
を
求
め

充
実
を
求
め
るる紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
東
日
本
大
震
災
で
、
障
が
い
者
が
自
ら
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
亡
く
な
っ
た
。
緊
急
時

や
災
害
時
に
助
け
と
な
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
提
案

を
続
け
、
咋
年　

月
に
導
入
さ
れ
た
。
障
が
い
者

１１

や
難
病
患
者
の
た
め
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
契
協
力
を
求
め

る
た
め
に
市
民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。
形
防
災
訓

練
で
使
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
、
説
明
会
も
行
っ
た
が
、
一
層
周
知
す

る
。
形
地
域
安
全
課
と
考
え
て
い
き
た
い
。

　

許
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
提
案
し
、
昨
年
７

月
に
導
入
さ
れ
た
が
、
対
象
者
の
拡
充
の
声
が
あ

る
。
契
配
付
の
状
況
は
。
形
対
象
者
の
拡
充
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
災
害
時
の
要
援
護
者
等
を

対
象
と
し
、
給
付
率
は　

・
３
％
で
あ
る
。
形
必

２８

要
と
す
る
方
や
希
望
す
る
方
に
給
付
す
る
。

■
そ
の
他
、「
口
腔
ケ
ア
の
充
実
で
健
康
長
寿
を

図
っ
て
い
か
な
い
か
」
と
提
案
・
質
問
し
ま
し
た
。

「「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
のの

普
及
や
啓
発
に
つ
い

普
及
や
啓
発
に
つ
い
てて

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

消
費
税
増
税
に
よ
り
、
保
育
施
設
な
ど
で
は
家

賃
が
上
が
る
な
ど
、
運
営
費
の
出
費
が
増
え
る
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
も
値
上

げ
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
市
民
生
活
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
。
契
市
と
し
て
実
態
を
調
査
し
な

い
か
。
形
学
校
給
食
費
な
ど
助
成
し
な
い
か
。
径

市
長
は
消
費
税
の
増
税
中
止
を
要
求
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
実
態
調
査
は
難
し
い
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
保
育
単
価
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
は
、
数
字
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
困
難
で
あ
る
。

　

市
長　

径
将
来
の
日
本
を
考
え
る
と
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
景
気
の
落
ち
込
み
を
阻
止
す
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
る
。

■
そ
の
他
、「
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

施
策
の
充
実
」「
公
立
保
育
園
の
委
託
化
は
や
め
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税

消
費
税
増
税
のの

対
応
に
つ
い
て
問

対
応
に
つ
い
て
問
うう

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
契
市
内
で
１
件
の
軽
微
な
副
反
応
報
告
が
あ

っ
た
。
昨
年
と
今
年
の
接
種
者
数
は
。
形
健
診
で

防
げ
る
が
ん
。
接
種
後
も
健
診
を
、
と
周
知
し
な

い
か
。
径
被
害
を
広
げ
ず
治
療
法
確
立
の
た
め
に

も
、
副
反
応
の
実
態
調
査
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
平
成　

年
度
の
月
平
均
は

２４

約　

人
。　

年
度
は
１
月
ま
で
の
月
平
均
は　

人

６６

２５

１０

程
度
に
激
減
し
た
。
形
健
診
の
重
要
性
等
も
含
め
、

分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
る
。
径
国
の
動
向
を

見
る
。
市
独
自
の
調
査
は
行
わ
な
い
。

　

許
契
上
之
原
会
館
な
ど
の
集
会
施
設
も
、
当
日

空
い
て
い
れ
ば
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
形

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
地
下
練
習
室
は
、
利
用
時
間

区
分
を
１
時
間
ご
と
と
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
団

体
が
利
用
で
き
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長　

契
事
前
の
申
請
で

一
定
審
査
が
必
要
。
公
民
館
等
と
は
施
設
の
設
置

目
的
が
違
う
。
形
文
化
施
設
と
し
て
午
前
・
午
後
・

夜
間
と
の
単
位
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
のの

副
反
応
／
集
会
施
設
利

副
反
応
／
集
会
施
設
利
用用
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医 医次の定例会は 開会予定です。平成２６年５月３０日（金）

市 議 会 だ よ り

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

婚
姻
歴
の
有
無
に
よ
っ
て
年
間　
１６

万
円
（
モ
デ
ル
試
算
）
も
負
担
が
大

き
く
な
る
現
制
度
は
、
少
子
化
の
中

で
尊
い
命
を
引
き
受
け
、
一
生
懸
命

に
働
き
、
税
金
を
納
め
な
が
ら
育
て

て
い
る
親
へ
の
不
当
な
扱
い
で
あ
る
。

子
ど
も
は
親
の
環
境
を
選
ん
で
生
ま

れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
ど
も

の
育
つ
環
境
へ
差
別
を
持
ち
込
む
現

制
度
の
改
善
を
強
く
求
め
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
度
当
初
に　

人
の
待
機

２５

１８８

児
童
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、「
待
機
児
童
の
救
済
措
置
を

求
め
る
」
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
、

重
要
な
市
の
責
務
で
あ
る
。
入
所
条

件
と
し
て
夫
婦
所
得
の
高
低
に
配
慮

す
る
こ
と
、
市
の
保
育
料
が　

市
中

２６

で
低
い
方
か
ら
７
番
目
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
て
国
基
準
の　

％
に
近
づ
け

５０

る
こ
と
等
を
提
案
し
、
賛
成
と
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

毎
年
定
員
枠
増
を
し
て
も
待
機
児

童
へ
の
対
応
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

は
課
題
で
あ
り
、
緊
急
措
置
を
願
う
。

一
方
、
本
市
で
子
ど
も
を
産
み
、
子

育
て
を
し
た
い
と
い
う
期
待
で
も
あ

る
。
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
保

育
が
選
択
で
き
る
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
公
立
認
可
園
の
受
益
者

負
担
や
体
制
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
働
き
続
け

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
（
父
）
へ
の
「
寡
婦
（
夫
）」
控

除
み
な
し
適
用
に
関
す
る
陳
情
書

待
機
児
童
の
緊
急
救
済

措
置
を
求
め
る
陳
情
書

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
安
心

し
て
預
け
ら
れ
る
場
所
が
な
い
の
は

理
不
尽
と
い
え
る
。

　

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
第

７
条
の
「
安
心
し
て
生
き
る
権
利
」

や
、
第　

条
の
「
家
庭
で
の
子
ど
も

１２

の
権
利
の
保
障
」
に
沿
っ
て
、
必
要

な
支
援
、
施
策
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

本
陳
情
に
対
し
て
は
、
２
千　

筆
６８８

の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
市
は
こ
れ
を

受
け
て
、
保
育
マ
マ
の
複
数
体
制
、

公
共
施
設
の
利
用
、
保
育
者
の
確
保

等
、
庁
内
横
断
的
な
検
討
を
早
急
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。
本
来
は
子
ど
も

の
権
利
条
例
に
基
づ
い
て
、
安
心
し

て
生
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
検
討
結
果
を
議
会
や
当
事

者
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
生
活
を
一

層
脅
か
す
も
の
と
な
る
。
そ
う
さ
せ

な
い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

額
の
引
上
げ
、
健
診
事
業
充
実
に
よ

る
市
負
担
分
の
増
加
抑
制
、
国
庫
補

助
金
を
国
の
責
任
で
引
き
上
げ
さ
せ

る
こ
と
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納

付
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
納
付
忘
れ
の
防
止

と
い
っ
た
施
策
に
よ
り
、
国
保
税
増

税
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

国
保
税
の
増
税
を
見
直
し
、

安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

付　
　

託　
　

先

請願・陳情の審議結果
 付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　　　　　建：建設環境委員会

会派名（人数）　 ※議長は除く
こ
が
お
も

 

 
敢

市
民
会
議

 

 
敢

市
民
自
治

 

 
敢

改
革
連
合

 

 
敢

生
活
者
ネ
ッ
ト 
柑

み
ん
な
の
党

 

 
柑

市
議
会
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主
党 
柑

公

明

党
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日
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産
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棺

自
民
党
小
金
井 
款要　　　　　　旨件　　　名

採　択○○○×○○○×○×厚
昨年６月の定例会での同補助金に係る条例改正により、どのよ
うな影響が出ているのか実態を調査し、昨年度については、こ
れまで補助を受けられていた家庭で対象外になった家庭に対
し、何らかの形で支援等を求める。

私立幼稚園就園奨励費補助金の是
正に関する陳情書

採　
　
　
　
　

択

採　択○○○×○○○×○×厚
昨年６月の定例会での同補助金に係る条例改正により、どのよ
うな影響が出ているのか実態を把握して公表し、これまで補助
を受けられていた家庭で対象外になった家庭に対し、昨年に遡
って補助金を支給すること等を求める。

私立幼稚園奨励補助金の是正に関
する陳情書

採　択○○○○○○○○○○厚
保育料算定や公営住宅利用などの手続を行う上で、担当する社
会福祉部門で、婚姻歴のないひとり親家庭であることを認定し
た上で、現行税法の「寡婦（夫）」と同等の控除をしたものと
して取り扱うことを求める。

婚姻歴のないひとり親家庭の母
（父）への「寡婦（夫）」控除み
なし適用に関する陳情書

採　択○○○○○○○○○○厚
平成２６年度のできるだけ早い時期に、市の責任で待機児童の緊
急救済措置としての保育室、あるいはそれに代わる施設を設置
することについて、結論を平成２６年３月末までに出すことを求
める。

待機児童の緊急救済措置を求める
陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○建
今後、武蔵小金井駅北口のロータリーを再整備するに当たっ
て、南口同様、コンコースから出てきたところの透光性の屋根
やロータリー全体に設置されている連続したバス停の屋根の設
置等を求める。

武蔵小金井駅北口のロータリーに
も、南口と同等の「雨よけ」設備
を設置すること等を求める陳情書

趣
旨
採
択

不採択○○○×○○××××総現在部長職を充てている監査委員事務局長について、遅くとも
平成２６年４月から課長職を充てることを求める。

小金井市役所は部長職が多過ぎる
ので、監査委員事務局長職を部長
級から課長級に改めることを求め
る陳情書

不　
　
　
　

採　
　
　
　

択

不採択○○○×○○××××総現在部長職を充てている会計管理者について、遅くとも平成２６
年４月から課長職を充てることを求める。

小金井市役所は部長職が多過ぎる
ので、会計管理者を部長級から課
長級に改めることを求める陳情書

不採択○○○×○○××××総
小金井市役所の職員に支給されている扶養手当を、遅くとも平
成２６年４月から東京都職員と同率にまで引き下げることを求め
る。

人件費比率がワースト１位になっ
たことを踏まえ、市職員の扶養手
当支給率を都職員と同一水準にま
で引き下げることを求める陳情書

不採択○○○×○○××××総
小金井市役所の職員に支給されている期末手当の加算率を、遅
くとも平成２５年１２月に支給するものから東京都職員と同率にま
で引き下げることを求める。

人件費比率がワースト１位になっ
たことを踏まえ市職員の期末手当
の加算率を都職員と同一水準にま
で引き下げることを求める陳情書

不採択○○○×○○××××総
小金井市役所の職員に支給されている勤勉手当の加算率を、遅
くとも平成２５年１２月に支給するものから東京都職員と同率にま
で引き下げることを求める。

人件費比率がワースト１位になっ
たことを踏まえ、市職員の勤勉手
当支給率を都職員と同一水準にま
で引き下げることを求める陳情書

不採択×○○×○○××○×厚
国民健康保険加入者にとって重い負担となる増税は見直し、市
の責任で加入者の負担を軽減することや、各種健診事業、予防
接種事業、健康づくり事業を拡充すること等を求める。

国保税の増税を見直し、安心して
医療にかかれるようにすることを
求める陳情書

※　趣旨採択とは、請願・陳情全体の趣旨目的には賛成するが、予算、期限等の関係から、また、具体的な内容については要望どおり実現することが難しいと判断したものです。
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）

　

集
団
的
自
衛
権
は
、
同
盟
国
の
要

請
が
あ
れ
ば
海
外
で
武
力
行
使
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
武
力

に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
行
使
、
戦

争
放
棄
と
交
戦
権
を
否
定
し
た
憲
法

第
９
条
に
反
す
る
。
ま
た
、
政
権
に

よ
り
解
釈
が
変
わ
る
こ
と
は
立
憲
主

義
の
否
定
で
あ
る
ほ
か
、
国
民
、
国

会
の
議
論
抜
き
で
決
め
る
の
は
民
主

主
義
に
反
す
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

※　

意
見
書
・
決
議
の
審
議
結
果
は

７
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

立
憲
主
義
を
否
定
す
る

政
府
の
憲
法
解
釈
変
更

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権

行
使
に
反
対
す
る
意
見
書

　

小
金
井
市
議
会
で
は
、
本
会
議

だ
け
で
な
く
、
委
員
会
も
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

本
会
議
は
市
役
所
本
庁
舎
４
階

の
議
場
で
、
委
員
会
は
第
一
会
議

室（
同
３
階
）で
行
わ
れ
ま
す
。
議

会
事
務
局
（
同
４
階
）
で
傍
聴
券

の
交
付
を
受
け
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
を

　

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

４
月　

日
、　

日
、
５
月
２
日

１１

１９

に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▼
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
都

市
計
画
原
案
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

議
会
基
本
条
例
（
案
）
策
定
の

進
捗
状
況
、
会
議
録
、
今
後
の
開

催
日
程
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

過
去
の
開
催
日
程

　

▼
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回
＝
２
月　

日
（
金
）

１０

１４

　

▼
第　

回
＝
２
月　

日
（
月
）

１１

２４

　

▼
第　

回
＝
３
月　

日
（
木
）

１２

２７

　

▼
第　

回
＝
４
月
３
日
（
木
）

１３

　

▼
第　

回
＝
４
月　

日
（
木
）

１４

１０

議
会
基
本
条
例

策
定
代
表
者
会
議
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